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論 文 の 内 容 の 要 旨
（目的）
　発達期に脳のどの領域が，どのようなタイムコースで成体の神経システムに変化していくのかを明らかに









　視床におけるGAP-43 mRNA発現の分布と発現量の変化を，ノーザンブロット法と in situハイブリダイゼー
ション法により発達期を追って解析した。本実験は独立行政法人産業技術総合研究所で定められた動物実験




光度から発現量を定量化した。G3PDH mRNA発現量を測定し，これを基準に GAP-43 mRNA発現量を正規
















する first order nuclei（前腹側核，外側腹側核，後腹側核，外側膝状体，内側膝状体，腹側前核，内側前核）と，
主に皮質 5層ニューロンの投射を受ける higher order nuclei（背側内側核，背側外側核，後外側核，視床枕，
正中中心核，束傍核，外側中心核）に区分される。この区分に基づいて GAP-43 mRNAの発現量を解析すると，












審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は生後発達期の霊長類の視床において，神経可塑性タンパク質 GAP-43 の遺伝子発現変動を組織化
学的・分子生物学的に解析し，特定の時期に特定の視床核群に発現の増加を見出している。総合的に見て，
用意周到な実験計画と正確なデータ分析に基づいて，興味深い事実を提示しており，今後の発展性を秘めた
高く評価できる研究である。
　よって，著者は博士（神経科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
